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中央区医療介護サポートセンター便りは
年４回（４月７月１０月１月）の発行です。

§中央区医師会・神戸市ケアマネジャー連絡会中央区合同勉強会§

テーマ：「シームレスな医療・介護の連携を目指して
～リハビリテーション専門職からの視点を踏まえて～」

§中央区医療機関 病棟・地域連携部門担当者と訪問看護師、施設看護師の交流会§

テーマ：「Myエンディング～まずは「わがごと」、
自分のお別れ会の演出を考えてみよう～」

令和元年10月１６日（水）、「知ってて得する知識と制度」をテーマに合同

勉強会を開催いたしました。こうべ神経内科ホームクリニックの辛 龍文

院長より「医学的知識～パーキンソン病について～」、続いて神戸訪問

看護ステーション太期美恵子所長からは「在宅における医療制度～難病

の場合～」についてご講演を

いただきました。在宅支援に

欠かすことのできない医療に

関する知識や制度について

「理解が深まった」との感想を

多くいただいています。

研修報告
『多職種連携の推進』にむけて、医療・介護関係者を対象とした研修
会・交流会を開催しています。

§第30回 多職種事例検討会§

§医療と介護連携のための交流会§

令和元年10月31日（木）19時から開催、47名の方にご参加いただきま
した。講師に神戸マリナーズ厚生会病院リハビリテーション科 清原直
幸氏をお迎えし、ミニ講義「リハビリテーションについて」と退院調整が
必要な事例を紹介していただきました。グループワークでは、各職種よ
り、「必要な情報は何か」「どのような支援ができるのか」等の意見を交
換し、リハビリテーションの視点でとらえた退院時の切れ目のない支援
について考えることができました。

令和元年11月16日（土）に毎年恒例となった交流会を開催しました。
第1部個人ワークでは、Myエンディング票を用い、「自分らしいお別
れ会」について考えた後、グループ内でそれぞれに考えた演出や想
いを発表しました。「自分の最期について考えること」を通して、１人
の人間としての価値観の整理と他者へ伝え共有することを体感しま
した。
第2部では、辰巳惠章先生の進行のもと、参加者から募った「ラスト
ソング」（人生の最期を迎える時に聞きたい曲）を聴きながら、交流
を深めました。
今回、ACPを「我事」として考える体感型の研修会は、好評を得まし
た。今後も様々な手法を用いた研修会を企画していきます。

テーマ：「知ってて得する！！医学的知識・医療制度」

令和元年11月27日（水）14時から開催、34名の方にご参加いただきました。
神戸市立医療センター中央市民病院 地域医療課 米谷久美子課長のミニ講義「地域包
括ケアシステムのなかで急性期病院が取り組んでいること」に続いて、ワールドカフェ方式
でグループワークを行いました。入退院に必要な情報や支援について、自由に意見や情報
交換を行いました。特に医療職によくある「あるある話」が盛り上がりました・・・。
今後も顔の見える関係づくりやお互いの役割理解を深め、切れ目のない連携体制作りを進
めてまいりたいと思います。

テーマ：「支援のバトンをつないでいくために～住み慣れた地域での生活を支える連携を目指して～」



2月に研修会を企画しております。
案内ができ次第、皆様へ広報させていただきます。

★ 研修会のご案内★

中央区医療介護サポートセンターではこのような相談を受けています。

【服薬管理について】
独居。認知症以外にも疾病があるため、薬の数
が多い。服薬管理が心配。薬についてどのよう
に対応すれば・・・（ケアマネジャーからの相談）

☞ 対応結果
相談内容を整理し、訪問配薬等の在宅医療
に関する情報をお伝えし、在宅支援に活か
していただきました。

編集後記：『人と人がつながるプロセス』を大切にした研修会等をこれからも企画していきます。コーディネーター2名、本年もよろしくお願いいたします。（つじ）
令和元年11月よりサポートセンターに着任し、初のお便り発行です。どうぞよろしくお願いいたします。（はば）

サポートセンターの具体的な機能と役割

医療介護サポートセンターが、どのような機能と役割を担っているのか・・・。今回は、地域住民
への普及啓発についてご説明いたします。

【地域住民への普及啓発】
市民を対象に、在宅医療・介護への理解を深めることを目的とした講演会などを開催します。

サポートセンターパンフレットより

中央区の地域性や地域の課題を踏まえ、在宅医療や介護についての
理解を促進することを目的とした、区民対象の『中央区在宅医療・介護
セミナー』を企画、開催しています。

また各区医療介護サポートセンターでは、地域住民を対象とした「在宅
医療について」のリーフレットを作成しました。在宅支援や退院支援の
時などにご活用ください。（レイアウトや内容は各区同じです）

令和元年12月7日（土）14時～16時に開催、41名
の方にご参加いただきました。
在宅・施設・サ高住という「多様な住まい」と「そこ
での看取り」に焦点を当て、第一部は講演会、第
二部はパネルディスカッションを行いました。医療
や介護が必要になった場合の暮らす場所、もしも
のときに望む医療やケアについて、事前に考えて
おくことの重要性についてのご理解を深めていた
だきました。

区民セミナー報告

テーマ：「多様な住まいのかたちでの看取りを考える
～住み慣れた地域で自分らしく生きるために～」


